
EPA介護福祉士候補者受入事例について

特別養護老人ホーム天神荘

施設長 高田 美洋

EPA介護福祉士 ルー イダヤニ

2025年度受入れ 経済連携協定に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者受入れ説明会（介護コース）
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岡山県笠岡市について

社会福祉法人 天神会

海の幸・果物 神島八十八ヶ所巡り

笠 岡 諸 島
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➢ 人口44,662人 R６.１末
➢ 世帯数：21,827世帯
➢ 高齢化率 38.23％
➢ 市内の事業所数及び定員数

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）
6事業所 ４０９床
介護老人保健施設
6事業所 500床
介護医療院
1事業所 60床
特定施設入居者生活介護
3事業所 100床

岡山県笠岡市の状況について

笠岡市 高齢化率
（笠岡市ホームページより）
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法人名  ：社会福祉法人 天神会

設立    ：1980年10月

運営事業所：全17事業所

職員数   ：4２３名（202４年１月現在）

法人基本理念

われわれは「愛と献身」を基本方針とし利用者

のこころとからだを癒し、安全で品質の高い

介護サービスを提供することで地域社会に貢献

する

法人概要
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沿 革
1980年 10月： 社会福祉法人天神会設立 

1981年   6月：

1987年 3月：

特別養護老人ホーム天神荘開設
（現在の定員1１0名）

天神荘デイサービスセンター開設（通所定員20名）

1990年   4月： 天神介護老人保健施設開設（定員100名，通所定員20名）

1992年   4月： 障害者支援施設こうのしま荘開設
（現在の定員８0名，ショートステイ８名）
こうのしま介護老人保健施設開設（定員100名，通所定員80名）

1993年   4月： 軽費老人ホームケアハウスこうのしま開設
（現在の定員90名）

1999年   2月： こうのしまふれあい館開設

2006年   9月： 特別養護老人ホーム天神荘移転改築
（12ユニット 定員110名，ショートステイ10名）

2007年   6月：

2017年 5月：

2018年 8月：

2019年 ４月：

2020年 ３月：

2020年 ８月：

天神介護老人保健施設増築
（各階の食堂・個別浴室・リフト付個別浴室など）

就労継続支援事業所B型Apple開設（定員20名）

サービス付高齢者向け住宅PrinceCourt開設
（特定施設40名.サービス付高齢者向け住宅30名）

笠岡市認可保育園 社会福祉法人天神会保育園
クレヨンKIDS開園

こうのしま介護老人保健施設改築

キャリアデザインセンター（研修施設）
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晴れの国から「健活企業」応援プロジェクトに賛同し、
従業員の健康づくりの為に様々な健康経営の取り組みを
行っております。
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定員90名

特別養護老人ホーム天神荘、こうのしま荘、こうのしま介護老人保健施設

EPA受入施設 定員１0０名

EPA受入施設 定員１0０名

EPA受入施設 定員40名

EPA受入施設 定員80名

サ高住・特定施設 プリンスコート

天神介護老人保健施設

施設概要

EPA受入施設 定員１1０名
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平成２３年度より中期経営計画に位置づけ人財確保、求
人活動を開始
関係機関と連携し優秀な人財の確保
・国内外の大学、専修学校等との連携強化
・インドネシアからの介護人財の獲得

日本の介護を世界へ発信
・私たちにできるささやかな国際貢献、国際親善

受け入れの事前準備として
・インドネシアの文化の学習、宗教への理解
・インドネシアの看護大学の視察
・JICWELS主催の現地合同説明会への参加

EPA介護福祉士候補者受入の契機

8



受入れの推移
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EPA5th EPA6TH EPA7th

EPA8th EPA9th
EPA10th

EPA11th
EPA12th

EPA13th

EPA15thEPA14th EPA16th

2012年から2023年までに
受け入れたEPA介護福祉士候補者の皆さん
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１．候補者の受入れは、日本とインドネシア二国間の経
済活動の連携の強化の観点から、二国間の経済連携協定
等に基づき、公的な枠組で特例的に行うものであること
また、候補者は、インドネシアの看護大学、看護専修学
校を卒業しており、優秀な人材の採用につながる

２．候補者が介護福祉士資格を取得し、引き続き我が国
に 滞在できるようにすることを目的としたものであり、
希望により合格後は在留資格期間更新回数に制限がない

３．受入れ機関（施設）は、国家試験の合格を目標とし
た適切な研修を実施することが求められるため、支援体
制が充実。また日本人スタッフのモチベーション維持に
つながること

EPA介護福祉士候補者受入のメリット
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バックアップ体制の整備
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受入施設管理者を中心にバックアップ体制を確立
・住まい、暮らし、生活習慣習得を支援
・職場適応の促進
・少人数単位での日本語学習、国家試験対策講座
・メンタルヘルスケア、病気等

専任講師 日本語講座担当（地域資源を活用）
介護福祉士国家試験対策担当
（介護福祉士養成施設教員）

研修責任者 受入施設介護責任者
研修支援者 受入施設EPA介護福祉士をEPA担当

リーダーに任命



生活支援（住まいの準備）

法人独身寮として１ルームバストイレ付を用意
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炊飯器 3合 洗濯機 コンロ

冷蔵庫 150ℓ以上 ドライヤー 笛吹きケトル1.5ℓ

電子レンジ アイロン フライパン28㎝IH対応

掃除機 アイロン台 片手鍋 18㎝IH対応

テレビ 電波デジタル時計 両手鍋 20㎝IH対応

TVアンテナ用品 ベッド
枕･掛布団･敷布団3点セット(カ
バー含む）

こたつ カラーボックス3段 ニューマイヤー毛布

こたつ掛布団 タンス（チェスト） 衿付き合せ毛布

こたつ敷布団 電球
三つ折
ウレタンマットレス

物干し竿 シ－リニグライト あったか敷パット

自転車 カーテン（購入） パソコンの貸与

その他日用品（洗濯洗剤、トイ
レットペーパー、ティシュペー
パー、台所洗剤）

インターネット環境の整備（E
ラーニングへの対応のため）

コート、ジャケットの冬服など



宗教について

14

・お祈りの場所の確保
・ジルバブ着用の容認など
・宗教に対しての相互理解に努めています。



日本語・国試対策学習支援について
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1年目
・入社時オリエンテーション（7日間）
・赴任後3ヶ月（１２月から３月）は暮らしに慣れる、
仕事に慣れることを最優先とする
・職場適応を進めるためにマンツーマンでの指導体制と
し、就業時間内に毎週２時間程度振り返りの時間を設け
不安を解消する

・４ヶ月目（４月）から、就労時間内に毎週２時間の日
本語学習講座を受講
・JICWELSの標準的学習プログラムに準拠し、テキスト
教材はJICWELSより配布されるものを使用する
・外国人介護福祉士候補者学習支援補助金を活用する
・認知症介護基礎研修（就業時間内）



日本語・国試対策学習支援について
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２年目
・就業時間内に専任講師による日本語講座1.5時間、国家
試験対策講座1.5時間を受講 合計3時間
・テキスト教材はJICWELSより配布されるものを使用す
る
・介護職員初任者研修の受講（就労時間外）
・外国人介護福祉士候補者学習支援補助金を活用



日本語・国試対策学習支援について
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３年目
・就業時間内に専任講師による国家試験対策講座３時間を受講
テキスト、教材はJICWELSより配布されるものを使用
補助教材として、過去問題集等を使用
・法人主催の国家試験対策講座を日本人職員とともに受講（就
業時間外）
・令和6年度から介護職員実務者研修を受講（就業時間外）
（令和4年度までは介護技術講習会を受講）

・受入施設職員により、週2時間程度の追加学習の時間を設け
る（就業時間外）
・外国人介護福祉士候補者学習支援補助金を活用



月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

時 間 9:00～10:30 10:00～12:00 9:00～12:00 10：00～12：00

教室名
就労２年目 国家試験対策 6

名
技能実習生日本語研修 5名 就労3年目 国家試験対策 就労１年目 日本語教室

対象者

Cグループ
２０２２年度入国候補者６名

Bグループ
２０２１年度入国者４名

Eグループ
２０２３年度入国者７名

時 間 10:40～12:10

教室名 就労２年目 日本語教室

対象者

Cグループ
２０２２年度入国候補者６名

時 間 13:00～14:30 13:00～16:00 13:00～15：00

教室名 就労２年目 日本語教室 就労3年目 国家試験対策 就労１年目 日本語教室

対象者

Dグループ
２０２２年度入国候補者５名

Aグループ
２０２０年度入国者５名

Fグループ
２０２３年度入国者６名

時 間 14:30～16:00

教室名 就労２年目 国家試験対策

対象者

Dグループ
２０２２年度入国候補者５名

日本語・国試対策学習スケジュール
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学習を進める上で留意していること

・メールを使い専任講師、研修責任者に質問できる体制
学習スケジュールやテキストの内容、問題の解説等の
質問への回答メールでいつでも連絡できる関係性に努
める

・専任講師、研修責任者、候補者がJICWELSの年間スケ
ジュールをチェックシートで情報共有し、次回のテス
ト日程や科目を意識した学習につなげる

・テスト結果・解答解説について、各施設の研修責任者
より本人に返却、テスト結果をもとに学習状況を共有

・学習時間には、テキスト以外に国試ナビや携帯電話の
翻訳機能を使うなど、根拠を理解して色々な問題に対
応できるよう、基礎学力の強化につなげる
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家族帯同者への支援
・法人で契約するなど、独身寮か
ら妻帯者向け住宅の借り上げへの
援助
・役所手続きへの同行支援
・配偶者の就労支援
・子育て支援、保育料の補助など
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卒業校との交流
・候補者たちの卒業校との交流を
進めることで、次世代の若者たち
の安心につなげています。
受入の当初からの課題でもある、
国際親善、貢献にも努めています
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EPA合格者の体験談
Luh Idayani  EPA6期生

2013年１２月 就職
2017年 ３月 介護福祉士合格
2019年   １月 帰国
2023年 ４月 再就職
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① 介護福祉士国家試験合格者を後輩たちの
研修支援者に登用
１００％合格を目指します

② 将来のキャリアアップを支援

③ 定住に向けての支援
住まい探しの援助
配偶者の就労支援、子育て支援

④ 次の10年を見据えて、国際親善、貢献
活動の推進

今後の課題
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目 次

●基本理念

●法人の概要

●設立からの沿革

●組織図

●法人施設の概要

ご清聴ありがとうございました
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